
▲虎渓山徳林院襖絵「雲龍図」を前に制作の過程を説明する木全
さん。モチーフの龍は木全さんのトレードマーク

▲ヤマカまなびパークで開催したライブイベントパフォーマンスの
様子。ライブの時はその場で描く絵を決める

▲(右)映画「スターウォーズ」のYODAをモチーフに墨で描いた一
枚。(左)駅北庁舎4階ロビーの陶壁。陶板に下絵を描き、手彫り
作業、施釉までを自ら行った

　幼い頃から絵を描くことが好きでした。大人になってか
らは、当時アメリカで流行っていたポップアートなどに影
響を受け、会社勤めをしながら、趣味で絵を描いていまし
た。制作過程を見せたいという思いから、ライブイベントパ
フォーマンスを行うようになったのもこの頃で、以来、日本
国内、海外のさまざまな場所でさまざまなアーティストと
共演するとともに展示会を開催してきました。 
　「家に龍が３つあると縁起がいい」という迷信がありま
す。祖父と私は辰年生まれで、実家には龍の絵が飾って
ありました。私が30歳の時祖父が亡くなり、祖父の代わ
りにと思い、龍を描いたのをきっかけに、本気で絵と向き
合うようになりました。その頃は、線を重ねて模様を作っ
ていくような作風でしたが、今は線をできる限り削り落と
すことでより写実的な表現にしています。また、日本古来
の素材を取り上げ、ユーモアを加えてポップに表現した
り、逆に外国の素材を日本風にアレンジするなど作品の
幅を広げています。 
　私の強みは、キャンバス以外にも掛け軸、襖絵、和紙、
木板、陶壁など、さまざまな素材に作品を落とし込めるこ
とです。この特性を生かし、「多治見」の名を
背負い、海外で日本アートを広げたいと思い
ます。
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　高さ123cmと大きな地蔵尊です。理由は分かりませんが、いつ
の頃からか「いぼ地蔵」として地域の民間信仰の対象となりまし
た。横に「南無阿弥陀佛」と刻銘されています。万治3年（1660）の
造立で、同年に笠原町栄・上原・向島・滝呂などに同一規模の地蔵
が6躯残されており、同じ石工による彫像と考えられています。

いぼ地蔵（ 延命地蔵）
笠原町神戸区（庚申堂前）
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54,036人
57,101人

46,450世帯

人口と世帯数の動き
平成30年10月1日現在

総人口

（前月比 +27世帯）
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（前月比　 －60人）
（前月比　 －34人）
（前月比　 －26人）
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◎広報たじみは、市内の公共施設、郵便局、医療機関、銀行、サークルＫ、ファミリーマート、バロー多治見店にあります。　◎市政情報や緊急時の放送は、ＦＭたじみ（７６・３ＭＨＺ）でも放送しています。
広報たじみは植物油インキ、印刷用の紙へリサイクルできるAランクの資材のみを使用しています。1部あたり28.55円で42,000部制作しています。
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